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別表Ⅰ

別表Ⅱ

別表Ⅲ

授業科目及び単位数

領　　　域 授　業　科　目
単　位　数

必　修 選　択

専

　門

　科

　目

経営学領域

経営学特論
経営史特論
ベンチャー企業経営特論
経営組織特論
経営戦略特論
人的資源管理特論
財務管理特論
マーケティング特論
リスクマネジメント特論
国際経営特論
経営情報学特論
情報システム特論
経営工学特論
ビジネスシミュレーション特論

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

会計学領域

会計学特論
財務会計特論
簿記原理特論
原価計算特論
管理会計特論
予算管理特論
監査特論

2
2
2
2
2
2
2

共通科目

経済学特論
地域経済特論
地域政策特論
データ分析特論
統計学特論
契約法特論
会社法特論
外国文献研究

2
2
2
2
2
2
2
2

特別演習Ⅰ
特別演習Ⅱ

４
４

（注）１　必要単位数は、30単位以上
　　２　必修科目として、特別演習Ⅰ、特別演習Ⅱ各４単位
　　３　専門科目から８科目（16単位）以上

検 定 料 及 び 入 学 金
区　　　分 検　　定　　料 入　　学　　金

大 学 院 30,000 円 200,000 円

研 究 生 15,000 100,000

科目等履修生 8,000 20,000

（注）１　本学卒業後引き続き入学する者の入学金は、これを免除する。
　　２　１に該当しない本学の卒業者で入学する者の入学金は、所定の額の２分の１とする。
　　３　科目等履修生の社会人については、検定料を全額免除、入学金を半額免除とする。

学　　納　　金
区　　　分 授業料（年額） 施設設備維持費（年額）

大 学 院 610,000 円 100,000 円

研 究 生 （月額）
30,000

科目等履修生 （１単位につき）
10,000

長期履修学生 学納金年額×標準修業年限（２年）÷長期履修許可年限

（注）１　科目等履修生の社会人については、授業料を半額免除とする。
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高松大学学位規程

高松大学大学院経営学研究科規則

（目　的）
第１条　この規程は、学位規則（昭和28年４月１日文部省令
第９号）第13条、高松大学学則（以下「学則」という。）第
40条及び高松大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）
第26条の規定に基づき、高松大学（以下「本学」という。）
において授与する学位について必要な事項を定めるものとす
る。

（学　位）
第２条　本学において授与する学位の種類は、学士及び修士と
し、付記する専攻分野の名称は次のとおりとする。
　　　　　経営学部　　経営学科　　　　学士（経営学）
　　　　　発達科学部　子ども発達学科　学士（発達科学）
　　　　　経営学研究科　　　　　　　　修士（経営学）
（学位授与の要件）
第３条　学士の学位は、学則第39条の規定に基づき、本学を
卒業した者に授与する。
２　修士の学位は、大学院学則第25条の規定に基づき、本学
大学院の修士課程を修了した者に授与する。

（学位論文）
第４条　学位論文（修士課程の学位論文をいう。以下同じ。）
の提出については、１年以上在学し、かつ、16単位以上修
得した者とする。ただし、優れた業績をあげた者について
は、この限りでない。
２　学位論文は１編とし、指定の期日までに研究科長に提出す
るものとする。ただし、参考として他の論文等を添付するこ
とができる。
３　研究科長は、学位論文の審査に必要があるときは、関係資
料等の提出を求めることができる。
４　提出された学位論文は、返還しない。

（学位論文審査等の付託）
第５条　研究科長は、学位論文を受理したときは、その審査を
研究科委員会に付託するものとする。
２　研究科委員会は、審査委員を選出して、当該審査及び最終
試験を行う。審査委員は、本学大学院担当の専任教員から選
出し、その人数は、当該学生の演習指導教員を含めて３名と
する。
３　研究科委員会において必要であると認めるときは、前項に
よる審査委員のほか、他の大学院又は研究所等の教員等の協
力を得ることができる。

（修士課程の最終試験）
第６条　最終試験は、学位論文の審査終了後、当該学位論文を

中心として、関連ある科目について、筆答又は口答で行うも
のとする。

（審査委員の報告）
第７条　審査委員は、学位論文の審査及び最終試験を終了した
ときは、その結果を研究科委員会に文書により報告しなけれ
ばならない。

（研究科委員会の議決）
第８条　研究科委員会は、前条の報告に基づいて審議し、修士
の学位授与の可否を決定する。
２　前項の議決は、研究科委員会の構成員（長期不在者及び休
職者を除く。）の３分の２以上が出席し、かつ、出席者の３
分の２以上の賛成がなければならない。

（学長への報告）
第９条　研究科委員会は、前条の決定をしたときは、その結果
を文書により学長に報告しなければならない。
２　教授会は、卒業を認定したときは、その結果を文書により
学長に報告しなければならない。

（学位の授与）
第10条	学長は、前条の報告に基づき、学位を授与し、学位記
を交付するものとする。

（学位の名称）
第11条	本学の学位を授与された者が、その学位の名称を用い
るときは、「高松大学」と付記するものとする。

（学位授与の取消）
第12条	学長は、学位を授与された者が、不正の方法により学
位の授与を受けた事実が判明したとき、又はその名誉を汚辱
する行為があったときは、研究科委員会又は教授会の議を経
て当該学位を取り消すことができる。
２　学長は、前項の規定に基づき当該学位を取り消したとき
は、学位記を返還させ、かつ、その旨を公表するものとす
る。

　　　附　　則
　この規程は、平成12年４月１日から施行する。

　　　附　　則
　この規程は、平成18年４月１日から施行する。

（趣　旨）
第１条　高松大学大学院経営学研究科（以下「研究科」という。）
に関し必要な事項は、高松大学大学院学則及び高松大学学位
規程に定めるもののほか、この規則の定めるところよる。

（指導教員）
第２条　学生の教育、研究及び学位論文の指導のため、指導教
員を置く。
２　指導教員は、研究科担当の教員をもって充てる。
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